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ジ ャ ワ神 秘 主 義 の 民 族 誌

関 本 照 夫＊

An Ethnographic Account of Mysticism in a Central Javanese Village

Teruo SEKIMOTO

   This paper, based on my field research in a village in the 
Surakarta region of Central Java, presents an ethnographic 
account of mystical beliefs and practices of individual villagers. 
For most Javanese, mysticism represents one of the most powerful 
undercurrents in their culture. The Javanese call their mysticism 

 kebatinan(the inner). 
    There are thousands of mystical sects throughout Java, some 

of which have large, well-established organizations. But these 
organized mystical sects are just one aspect of the kebatinan. 
Although only a small minority of the population actually join 
in the mystical sects, a vast majority of people, who do not commit 
themselves to any of them, also accept the kebatinan in some form 
or another. Some people even think that to accept the  kebatinan 
is almost synonymous with being a Javanese. 

   It is difficult to provide a general outline of the kebatinan. 
 It , is not a unitary system of beliefs and practices shared by a 

homogeneous group of people, but a loosely defined class of 
magico-mystical ideas and activities, from which each Javanese 
selects some aspects and organizes his/her own view of the 
kebatinan. What one man thinks and practices as the kebatinan 
may be different from that of his neighbor. Thus, before 

presenting any general account of the  kebatinan a number of 
individual cases must be collected and variations among them 
be examined. So far we have several theological, historical, and 
anthropological studies on the Javanese kebatinan, but they are 
almost exclusively concerned with the well defined ideas and 
teachings of some large sects. Everyday aspects of the kebatinan, 
which are more diffusive and less unitary, remain untouched.

＊一橋大学，国立民族学博物館共同研究員
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This paper is intended to fill this gap in the study of the kebatinan 
by depicting how it is conceived of and paracticed by different 
individuals, with village everyday life as their common back-

ground. 
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おわりに

は じ め に

　筆者は１９８０年８～９月に，国立民族学博物館特別研究 「日本民族文化の源流の比較

研究」 （研究代表者佐々木高明教授） の一部をなす 「日本基層文化 とオース トロネシ

ア系諸民族の文化との関連に関する研究」の海外調査を担当し，インドネシアの中部’

ジャワ州スラカルタ地方農村に滞在 して，住民の民俗的信仰についての調査を行なっ

た１）。 そこでは，日本民俗宗教の中にも広 く見いだされるような，肉体的修業を通 じ

て力を獲得 し，異次元の現実に接近せんとするさまざまな観念 ・行為が見いだされた。

以下はその報告であり，日本の民衆的宗教の中に濃厚な神秘主義的流れを広 く周辺諸

地域 との比較によって考察するため，重要な資料を含んでいると思われる。

１）調査地は中部ジャワ州スコハルジョ県のＤ村である。なお筆者は同じ村での人類学的フィー

ル ドワークを，１９７５年 ５～１２月，１９７８年 ８月～１９７９年４月の期間にも行なった。
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１． 今 日の ジ ャワ神 秘 主義

　 中部 ジ ャワに滞在 して いた１９７０年代後半，わた しは至 る ところで クバ ティナンｋｅｂａ一

痂 侃 という言葉を聞いた。 クバテ ィナ ン とは ジャワ的な神秘主義 に ジャワ人が与え

る名称 であ り，「内」を意味す るアラビア語 か らの借用語バ ティ ンｂａｔｉｎを語根 と して

い る。 したがって意訳す るな ら 「内面の道」 とい った意味であ る。凸この言葉でよばれ

る観念 と行為 の体系 は一様 な ものではな く，さまざまな要素を含んでい る。外部 の観

察者 はそこに， イス ラーム神 秘主 義， ヒン ドゥー神秘主義， ヨーロ ッパ近代 の神智学 ，

いわ ゆるアニ ミズ ム的な超 自然 的力や呪術へ の信仰な ど， さま ざまな ものを見いだす

か もしれ ない。だが クバテ ィナ ンを信 ず るジャワ人 に とって ，それは一個の一貫 した

体系で あ り，外来の借 りものではない，す ぐれてジ ャワ的な もの と考え られてい る。

　１９７０年代初頭 にジョグ ジャカルタの街 に滞在 した ムルダ ーは 「ほとん どすべてのジ

ャワ人 にとって，自分 たちの文化 の もっとも奥深 い基礎を成 してい るのは神秘主義 と

呪的 ・神 秘的実践 である」 とのべて いる ［ＭＵＬＤＥＲ　 ｌ　９８０：１］。 ジャワ人 の生活 が，

学者が一般 に神 秘主 義 とよぶ現象 に色濃 く染ま って いるの は，最近 に始 ま った ことで

はな い。だが， この神秘主義 を多 くのジャワ人が意識的 に捉えかえ し， ジャワ人 のア

イデ ンテ ィテ ィーの要 として自己主張 しは じめ るのは，む しろ最近 の事態 である。意

識化 された神 秘主 義にはそれを指す言葉が必要であ る。 クバテ ィナ ンとい う言葉 自体

は， ジャワにイス ラームが広 ま った１６世紀にまで遡 る古 い ものである。だ が，この言

葉が，ま るで ジャワ人 の文化 を代表す るものであ るかのよ うに，至 るところで ，さま

ざまな社会層をつ うじて語 られる とい う事態は，およそ過去３０年 ほどの間 にとりわ け

顕著 にな った ことである。

　 クバ ティナ ンとい うジャワ語 の語根をなすバテ ィンとい う語 がア ラビア語起源であ

ることに しめ され るよ うに， クバ テ ィナ ンという概念 自体は， ジャワがイス ラーム化

した１６世紀以後成 立 した もので あ り，イス ラーム神秘主義 伽 αωωげ の強い影響 を うけ

て いる。 イ ンドネシアの正統主義的 イス ラーム教徒の 中には， クバテ ィナ ンをイス ラ

ーム信 徒共 同体 内部 の道を それ た誤 った傾向 と して批判 し敵視 す る見方 も存在す る２）。

だが ジャワの神秘主義 は，イス ラームの伝来 とともに始ま った ものではな く，それ以

前か らの長い歴史 を もって いる。 イス ラーム伝来 以前一 千年近 くにわた り，イ ン ド文

明の影響下 に王朝文化を発展 させて きた ジャワでは，すでに文 明の主要 な形がで きあ

２）ムハマディア系のイスラ■・一・一ム指導者の中で，ラシディ，ハムカなどは，オランダ東インド会

　社や蘭印植民地政庁がイスラームの力を弱めるために反イスラーム的なクバティナンを助長し

　たという見方をとっている ［ＲＡｓＪＩＤＩ　ｎ．ｄ．；ＷＡＲｓｌＴｏ㈲ １．１９７３；ＨＡＭＫＡ　１９７４｝。
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が っていた。イス ラームは， これをま った く新 たな ものに置 き換えたのではな く，む

しろ以前 か らの土台の上 に，新たな宗教形式 を編成 し直 したのであ る。現代 ジャワの

クバ テ ィナ ン信奉者が，その思想を表現す るためにたえず立 ち帰 るもっとも根本的 な

神話体系 の一つ に， イ ンドの 「マハーバー ラタ」 などの叙 事詩を ジャワ的に潤色 した

影絵芝居 ωａ］ａｎｇ　ｋπｔｉｔの物語群 があ ることに示 され るよ うに，ジャワ神秘主義 はまず

ヒン ドゥー的 ・仏教的枠組みの もとに発展 した。 さ らに遡 るな ら，神霊化 した死者へ

の崇拝 ，特定の際だ った人物 ，その死後の霊，あ るいは特別 の物や場所が有す る並 は

ずれた力 につ いてのマナ的観念 など， イ ンド文明渡来以前 の，イ ン ドネ シア的，マ ラ

ヨ ・ポ リネ シァ的観念 に も，神秘主義 の土着的基盤が求め られ るであろ う。

　 このよ うな背景を持つ ジャワ神秘主義 は，１６世紀 以降， イス ラーム神秘主義 との相

互作用 によって さらに発展 し，また今世紀 に入 って，神智学 などの ヨーロ ッパ近代の

神 秘思想や，深層心理学 の独 自な受容 もお こなわれてい る。 したが ってそれは，各 界

のエ リー トや知識層 のあいだ に見 いだ され る形而上 的思索 の諸サ ークルか ら，一般大

衆のあいだのよ り現世利益 に重点のかか った信仰 ・実践 にいた るまで， きわめて多様

な現れかたを しめ し，社会 の全階層 にわた る広 が りを もつ。

　 クバテ ィナ ンの興隆 は，また きわめて現代 的な現象で もある。遙かな古代か らジャ

ワ文化 の基調 をな して きた神 秘主義は，１９４５年の独立以降の社会の混乱 と変動 のなか

で，国家 と民族 のアイデ ンティティーの基盤 としてよ り強 く自覚化 され，多 くの組織

化 されたクバ ティナ ン ・サ ークルが生 まれ発展 した。 その 中には巨大な全 国組織 を持

っパ ンゲス トゥー Ｐａｎｇｅｓｔｕ，スマ ラー Ｓｕｍａｒａｈ，世界 的な組織 を有す るス ブ ド Ｓｕ－

ｂｕｄのよ うに，教団 と呼ぶ にふ さわ しい規模 と内実 を持 った もの も存在す る。 これ ら

の 「教団 クバ ティナ ン」 というべ きものについては， ラフマ ッ ト ［ＲＡＨＭＡＴ　ｌ　９７６］，

ムルダ ー ［Ｍ ｕＬＤＥＲ　 ｌ　９８０］な どによ る歴史的概観， ド・ヨン ［ＤＥ　ＪｏＮＧ　 ｌ　９７６］，ハ

ル ン ［ＨＡＲＵＮ　ｌ９６７］な どによる教理思想 の 研究 な ど， すで にい くつ かの業績 が存在

す る。

　 本稿 は，組織化 された クバテ ィナ ンの歴史や教理思想を全体的に概観 する上述 のよ

うな諸研究 とは異な り，筆者 が調査地 の村で観察 し経験 した神秘主 義の農 村的実践形

態を紹介す る民族誌 的研究で あ る。 クバ ティナ ンとは何かを概説 的に語 るのは非常 に

危 うい企てであ る。それが社会 の中の多数者 と区別 され強 く団結 した特定少数者 の組

織 や運動で はな く， ジャワ人 の多数 が きわめて 自明の ことと して語 り実践 す る文化 的

現象で あるがゆえ に， ジャワ人 の間で共通 の了解 の得 られた明確な クバテ ィナ ン像 は

存在 しない。 これが クバ ティナンだ と短 い紙数 の中で定義づ けるには，現象 はあま り
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に多様で広範なものである。たとえばムルダーは， 「ジャワの信念体系の核心には広

い意味でのクバティナンの実践が存在する」［ＭｕＬＤＥＲ　ｌ　９８０：２５］という。だがクバ

ティナンの内実 も，またジャワ文化なるものも，固定 した均質的な体系として存在す

るのではない。個々の社会的行為者は，ある広い枠の中から，これがクバティナンで

ある，これがジャワ文化であると，自らにとって意味づけ可能なものを取り出し，そ

れによって自己の意味の世界を築 き上げる。以下に紹介するい くつかの事例はいずれ

もそうした個人的営みの姿を伝えるものであり，そのことによって，従来のクバティ

ナン研究に欠落 した民族誌的側面を埋めんとするものである。

２． 欲望の統御 と神への道

　最初に取 り上げ るム リョノは村で は第一の知識人で， 温厚な丸顔 に笑 み を 絶 や さ

ず，いつ も礼儀正 しく，わた しにとって もっとも良 き師の一人で あ ったげかれの亡父

はもともとソロの町の裕福 な商人 の一族 に生 まれたが，新天地 を求 めて，１９３０年代 に

息子のム リョノを連 れて村 に移 り住み，市場の前 で雑貨屋 をは じめた。独立闘争期 に

は，ゲ リラ闘 争の後方指導者をつ とめ，その後長 く村長 の任 にあ った。 ム リョノは若

い頃共和 国のゲ リラ 「学生軍 Ｔｅｎｔｅｒａ　Ｐｅｌａｊａｒ」 の一員 として ，スラゲ ン，プル ウォ

ダデ ィ方面 の前線 で戦 い，一時バ ン ドン工科大学 に学ん だ こともある。 また イス ラー

ムの教義や戒律 には関心 の薄 い村人の 中で，数少 ない熱心 なイス ラームの信徒で もあ

る。

　ム リョノによれ ば， クバテ ィナ ンは ジャワ的な神秘知 ・神秘術 ゴ如 πの集成で あり，

中心 には三 つの知 の 体系 があ る。 ｅｅ－一はサ ンカ ン ・パ ラン ｓａｎｇｋａｎ　Ｐａｒａｎ （いず こよ

り来 た りいず こへ行 くか） といい，生命 の源 と目的につ いての知であ る。第二 はカヌ

ラガ ン ｋａｎｕｒａｎｇａｎ（身を低 く無 にす る）， す なわち身体の統御の術であ る。 第三は，

カ シダ ン ・ジ ャティ ん鋭 廊πブ漉 （完全な る死）， つま り死 を迎え ，死 と対面す ること

について の知識であ る。

　さ らにム リョノは語 る。 クバ テ ィナ ンの目的 は，感覚的欲望ナプス ηψ躍 を統御 し

て生命 の源，すなわち神 乃伽 ηと合一す ることにあ り，この ナプス という概念 こそが

クバ ティナ ンの人間観の核をな してい る。 それによる と，一人一人の人間 は四人の霊

的な兄弟 に前後左右を とり囲まれてい る。 それ は，兄 （姉）た る羊水 ｋａｋａｎｇ　ｋａωａｈ，

弟 （妹） た る後産 ａｄｉ　ａｒｉ－ａｒｉ，母の思 いか ら出て くる恐れ と希望 とである。 この四人

の兄 弟は 四つの ナプスであ る。第一は ソフィア 頭 α， つま り物質欲 ，第二 はアマ ラ
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α祝αγ励 ，すなわ ち自尊心， 第三はルアマ 伽 規盈， すなわ ち食欲 ， 第四が ム トマ イナ

ー ηπ加痂 畝 ，つ ま り徳へ の欲望であ る。人 が寝食 を断つ行を実践 し思考を集 中 して

い くと，四つのナプスの うち最初 の三つ の低級 なナプスが働かな くな り， もっとも高

級 なム トマ イナーのみが働 きつづ ける。 このム トマイナーが人 をその生命 の源た る神

へ仲介す る。 ム リョノは ジャワ神秘主義 の源泉 はこの ことにあ ると言 う。 ナプスを静

め神の もとへ帰 るとい うかれの神秘観 は，かれが語 った以下 の三行詩 に表現 されてい

る。

Hai napsu dalam keadaan tenang 

Kembalilah kamu kepada Tuhanmu 

Dalam keadaan suka dan mendapat rida oleh Tuhan

欲望よ静けき姿にあれ

おまえの神のもとに戻れ

よろこんで神の引き受けに従え

　 ム リョノは また， 神 を求め る精神 的旅 の階梯 について語 る。 第一 は サ レンガ ッ ト

ｓａｒｅｎｇａｔ， すなわ ち神へ の義務を はたす外面 の行為で ある。 第二 は神 に近づ く道程タ

レカ ットｔａｒｅｋａｔで ある。 第三はタ レカ ッ トをつ うじて生起す る現実， 究極的な真理

であ って，ハ ケカ ッ ト加ん盈α∫とよばれ る。第四 はマ リファ ットηαγ加 診，すなわ ち神

の実在 についての確信 に真 にた どりつ くことで あ る。人 はサ レンガ ットか ら出発 する

が， 口で語 り表面 で行為す るだ けで はな く，神 の命令 に真 に心か ら駆 り立て られてタ

レカ ットをおこなう。タ レカ ッ トはハ ケカ ッ トを求め るための ものであ り，ハケカ ッ

トに達 した状態がマ リファッ トで ある。

３．　 イ ス ラ ー ム と ク バ テ ィナ ン

　西 アジァ世界の イス ラーム神秘主義 につ いて の往時の権威であ るニ コル ソンによれ

ば，スーフィーの導師た ちの禁欲主義 と道徳的修練の体系は，人 間の うちに低次で貧

欲な魂 ナフス ｎａｆｓがあるという事 実 に立脚 している ［ニ コル ソ ン　 １９８０：３９］。 この

ナフスのジャワ語化 した形がナプスで あ る。 またハケ カ ッ ト，マ リファ ットへ と至 る

神 との合一の道 という観念 もスーフ ィーの ものであ る ［ニ コル ソン　１９８０：２８］。ム リ

ョノはス ーフィーとかタサ ウフ ’〃躍ωωげ （イス ラーム神秘主義）とい ったイス ラーム

の普遍的な言葉 を用いず， これ らをジ ャワ神秘主義 癖５励 諏 ωαとい うが，そ こには

イスラームの観念 が非常 には っきりと現われてい る。

　 ム リョノはムハマデ ィアの会員で ある。 ムハマデ ィアは，イス ラーム正統派 の信徒

組織 と して，ナ フダ トル ・ウラマ Ｎａｈｄａｔｕｌ　Ｕｌａｍａ とな らぶ大 きな もので， と くに

近代 的傾 向の改革派 と して知 られてい る。 したが って，一般 には呪的 ・神秘 的なクバ
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テ ィナ ンとは対立的 なもの と考え られてい る。だがム リョノは神 秘主義の ジャワ的伝

統 と彼 が考え るもの について，深い知識 と関心 を しめす。 ムハマデ ィァのメ ンバーで

ありなが ら神 秘主義に傾倒 し，ジ ャワ的な神秘主義 の秘儀 とみな され るクバテ ィナ ン

とイスラーム神秘主義 とのあいだに区別や対 立を設 けない ム リョノは，興 味深 い人物

であ る。

　 ジャワの イス ラームについては，イスラーム正統派 とジャワ主 義的混清派 との対立

という図式がよ く用い られ る。 ギアツによ ってあま りに有名にな ったサ ン トリｓａｎｔｒｉ

対 アバガ ンａｂａｎｇａｎの二項対立図式 もその一つであ る。 こうした図式 は現状 を把握す

るには便利な ものであ るが，あま りにそれに頼 りす ぎると，現 実は整然 と二極 に分 か

れて はいず，両者 の中間にさまざまな変異 と広が りを もって展 開 してい るとい う事実

が忘れ られが ちにな る。ム リョノの姿 はこの ことを思い出 させ て くれ る。

　第 １節 にあげたムハ マディア系の著名な指導者 ラシデ ィやハ ムカは，イスラーム正

統の立場か らクバテ ィナ ンをはっき り批判す る。だが このイス ラーム正統派 とクバ テ

ィナ ンとい う対立は，われわれがかれ らの文章か ら想像す るほど明確 な ものではない。

トリスノは ソロの町の教員養成大学で社会学を学ぶ学生 で，わた しの調査 の助手を勤

めて くれた。かれは熱心 なイス ラームであ り，わた しと村 で起居 を共 に していた時 も，

一 日５回の礼拝 をけ っしで欠 かさなか った。かれ はまた クバテ ィナ ンに も熱心で 自分

の住居 の近 くにい るクバテ ィナ ンの師 キ ・シロ ットの もとに通 っている。 トリスノに

言わせ るとこの師はほん とうのイス ラームで あ り，人がかれの所 を訪 れ握手す ると生

計に恵まれ るのだ とい う。 「イス ラームの教 えで は神の前 にすべての人 間は同等 のは

ずであ り，あ る人 間が他 の人 の運勢 を変 えるような特別の力を持 ちは しないのでは」

とい うわた しの疑 問にたい し，かれは しば らく考えてか らこう答 えた。 「神 の預言者

はムハ ンマ ッ ドで最後 だが，その後 も現世 の人 間に神 の天啓 ωα加 が下 ることもあ る。

ジャワにイス ラームを伝 えた使徒 たち ω読 がその例であ る。 イス ラームは未来 の予

言 は してはな らない。だか ら師の キ ・シロ ッ トは人の運勢 についての予言 は しない。

ただ握手 をす るだけで人 の運勢 が良 くなる。 これがジャワ的な呪者 ｄｕｋｕｎとちが う点

であ る。」

　 トリスノに とってのクバ ティナンとは，特別 の霊的力を持 った人 間が人 を助 けた り

不思議な方法で恵みを与え るとい うことで ある らしい。かれ にとっては，イス ラーム

はイス ラーム，クバテ ィナ ンはクバ テ ィナ ンで あって， イス ラームの クバ テ ィナ ンも

あれば，そうでない クバ ティナ ンもある。わた しが村 に滞在 しているあいだに も， ヒ

ン ドゥー教徒の クバ ティナ ンの師，中国人の クバ ティナ ンの師などが，村 に自分の弟
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子を訪ねて来 るのに出会 ったこ とがある。い ったいに人 はそれぞれのクバ ティナ ンの

師 の個人的資質 ・能力を問題 にす るが，かれの公式宗教帰属 が何で あるか には， さほ

ど関心を しめ さない。人が一様 に強調す るの は，金のためにいろいろな技を行な う呪

者 ｄｕｋｕｎとクバ ティナンの師 ｇｕｒｕ，砂αピとは違 うとい うこと，またブ ラック ・マ ジ ッ

ク 伽 膨碗 α窩 はけ っして許 されな いということであ る。

４。 精神の集申と霊感の追求

　ムリョノは何といっても知識人であり，神秘主義を知識 として把握 しているところ

がある。かれは瞑想や思索を好むが，それによってとくに何か強く求めているものが

あるようには見えない。一方，他の多 くの村人はクバティナンをより具象的 ・感覚的

なイメージで理解 している。それは目に見える行為としての禁欲行であり，またそれ

を通 じた神秘的力への接近である。こうしたクバティナン観をわたしに語 って くれた

のはスダル トだった。

　隣村に住むスダル トはクバティナンについて語 るのが好きで，深夜遅 くまで話 しつ

づける。かれは，まだ３０代前半の見 るからに若々しい男だが，高校を終えた後，さら

に農業専門学校に学び，現在は農業を営むかたわ ら，数年前から村役場の助役にあた

る書記 ‘α磁 の地位にもついている。 現在の地位，学歴，富のいずれから見て も，村

では トップのエリー トといって良いだろう。かれはムリョノと同様，農村部では数少

ない高い学歴を持つ男だが，その関心はもっぱ ら農学などの現代的 ・技術的な領域に

向けられ，ジャワの古い文献を経いたりする趣味はない。また，村でも一二を争 う金

持ちであるム リョノが現在の生活に満足 して悠々自適の生活を送 っているように見え

るのにたい し，まだ若いスダル トには将来に向けての夢や野心があらわである。とり

わけ政治の面では，ムリョノに公的役職への野心や関心が乏 しいのにたいし，村の助

役で，政府与党ゴルカル Ｇｏｌｋａｒのメンバーでもあるスダル トは，現在の地位のまま

一生を終えるつもりはなく，実績を積み影響力を広げるべ く，つねに努力を重ねてい

る。

　ジャワでは，このスダル トのように政治的 ・社会的な地位を求める人 々のあいだに，

しば しばクバティナ ンへの強い関心が見 られる。神秘主義というと，現世的関心を捨

てた隠遁者の純粋に形而上的な思索や，超人的禁欲行という面が強調されやすい。だ

がいかなる神秘主義 も，真の実在や真理と観念されたものへの道である以上，そこで

獲得された，より真実である状態は，経験的日常世界に作用を及ぼさぬはずがない。
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神秘家が獲得する真の実在の力が，現世における人の運命を左右 しうるものとされ，

神秘主義と呪力信仰とのあいだの区別が薄れていくのは，神秘主義が大衆の中に影響

力を広める時に必ずおきる現象である。スダル トのクバティナンへの関心 も，そこで

得られる力や知識が現世に及ぼす作用に向いている。かれはクバティナンについて，

たとえばこう語る。

　 「クバティナンの要点は， あることについて考えを集中し（ｋｏｎｓｅｎｔｒａｓｉ），直感 （ｉｎ一

漉功 を得て，生活の導きとすることだろう。 たとえば自分の子が健康に育ち学業が

進むようにと，願いと思考 とをじっと集中する。思考の集中は，いつどこで行なって

も良いのだが，ふつうは真夜中の１２時 ごろ，妨げのない静かな場所を求めて行なう。

わたしの母もよく真夜中に庭先にじっと座 り込んでいることがある。弟が高校の卒業

試験をひかえていたころ，母はとくに熱心にそうしていたものだった。人はだれもが

クバティナンの達人 ωｏπ９勧 α痂侃 になれるわけではない。つまり未来を予知する能

力は，特別の人だけが得 られるものだ。だがだれでも，じっと考えを集中していると，

ある直感がえ られる。人は，よく若いころに，経験をもとめてクバティナンの実践に

したがう。わた しも昔，宮廷の貴族に連なる一人のクバティナンの師∂ψ砒 について，

南の海岸のバロンＢａｒｏｎｇで水浴をし，師か ら頭に水を注がれたり，パチタンＰａｃｉｔａｎ

の鐘乳洞で黙坐瞑想 ｓｅｍａｄｉの行に従ったりした。 その時はとくに何 ごとも得 られる

わけではないのに，５０歳を過ぎたころになって，その時の経験が生 きて くるのだ。」

　スダル トが考えるクバティナン実践の基本は，思考を内面に集中し，なんらかの内

面的な経験をえることにある。得 られる内面的な経験とは，イルハム 励伽 すなわち

直感的に突然得 られるなにかの観念やイメージ， ワンシットωａｎｇｓｉｔすなわち神のさ

さやきとして送 られる助言，あるいはまたワヒューωα妙πすなわち日常と隔絶 した異

常な強い力などである。人は，現世上の祈願実現の助けとなるようにと直感や霊的助

言を求めたり，より一般的で不特定な内的経験，内面の力の強化を目指 して，クバテ

ィナンを実践する。ワヒューと結びついたカ リスマ的な内面の力をえたものは，未来

のできごとを予知 したり，人の依頼におうじて精神的助言をあたえる専門的なクバテ

ィナンの師となる。

　こうしたスダル トのクバティナン観はム リョノのそれより，はるかに簡単で具体的

であり，生活の導きとなる知を獲得することに重点がある。その知とは日常的 ・経験

的な世界で得 られるものとは異なった，より深い内面の知であり，瞑想やなん らかの

禁欲的行為によって，経験的世界を超えた時に得 られるものである。わた しが暮 らし

たＤ村とその周辺の人 々のあいだには，スダル トのようなクバティナン観を共有 して
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いるものが多い。

　 内面 的な知や力をえ る手段 は思考 の集 中であ るが，それをお こな う時や場所 にはさ

だま った型があ る。まずそれは夜 である。 とりわ け毎木曜 日の夜 （ジ ャワ人の暦観念

では一 日は日没 とともには じま るので， ジ ャワ語で は 「金曜の夜」 とよばれる）， ジ

ャワ ・イスラム暦第 １月 の全期 間，および第 ９月断食月 の２１日目以降 の夜 は， と くに

この行為 にふ さわ しい時 と考 え られて いる。場所 は一般 に静 かな妨 げのな いところで

あれば良 いので，一人 で 自分 の居室 に籠 って行な うこともあ るが，戸外の ほうが より

一般的であ り
，墓地 ，村外 れの川の中な どが， しば しば選 ばれる。

　深夜 ，川 中につか ってお こな う行 はク ンクムｋｕｎｇｋｅｃｍ とよばれ る。スダル トは，若

いころ４０日間続 けて， このク ンクムを おこな った とい う。場所 は川 が二本合流 して三

つ又 にな った ところが良 い。夜 中の１２時す ぎに川に入 り，一時間 ，二時間 とつか って

い ると，サーチ ライ トのよ うな光の交錯や轟音な ど，幻視 ・幻聴を経験す る。また ド

ミッ トｄｅｍｉｔ， セタ ン ｓｅｔａｎな どの口に牙 の生 えた悪霊， ムクソ ｍｕｋｅｓａというイン ド

人の姿の魔物，骸骨 な ど，さまざまなおそ ろ しい姿の悪霊 が現 われ，精神の集中を妨

げ ようとす る。 これに打 ち勝 って穏やかで静かな心を保 つ ことにより，強い内面 の力

が得 られるとい う。

　村 に何人かい る大工 の一人 クロモ はクバテ ィナ ンの専 門家 であ り，多 くの人 が地域

一 円か ら
，かれの助言 を求 めてや って くる。かれはまだ十代 の若 い頃か らさまざまな

禁欲行 トポが好 きだ ったそ うだ。１５年前の こと，近 くの川 の中で ７カ月 クンクムをつ

づ け霊感 イルハ ムを得 て，今の ように有名にな り人が集 ま るよ うになった。今 で もか

れ は 「金曜の夜」 ごとに夜１０時頃か ら耐え られ る限 り ２－ ３時 間ほど川 につか る。

　夜間 に精神 集中の行 をお こな うの は，たん に静 けさを求 あての ことではな い。眠 り

を減ず ること，眠 りを断つ ことに特別の意味があ る。不 眠の行 はス シレッｓｅｓｉｒｉｋ， テ

ィラカタ ン 痂盈α伽 などとよばれ る。 また食 を減 じ，食 を断つ ことも， 精神集 中の

ための重要 な手段 であ る。 た とえ ば， ジャワ暦 で３５日ご とに巡 って くる自分の誕生 の

日のたびに， 日没 か ら２４時間食 を断つ行を おこな う人がい る。またムテ ィー ｍｕｔｉｈと

い って，塩 を断 ち米飯 と白湯以外 口に しない行，果物 しか口に しない行， トウモ ロコ

シだけです ごす行な ど，食 を制 限す る実践 には無数のバ リエー ションがある。 こう し

た行為 は総称 して ラコニ ｌａｋｏｎｉすなわ ちたん に 「行 ない」 とよばれ る。

　 ラコニ とい う語 は， 食 を減 じ断つ行 為のみな らず， よ り広 く， 各種の感覚 的欲 望

（ナプス） を断つ ことすべて を も意味す る。感覚的欲望 とそれにもとつ く行為 とは，

外の領域，すなわ ちラィル 伽 プの ことが らであ り，内，すなわ ちバテ ィンにおける知
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や力を得るために，自分を外の行ないか ら引き離す手段が必要 とされる。外の行ない

を減 じ断つことが，内における 「行ない」なのである。

５． 人 生 の 倫 理

　 「内な る行 ない」 には，民俗 的次元でニ ュアンスの異 な る二 つの方向づ けが おこな

われ る。第一 は，民衆 的 ・実践的な倫理哲学 とい うべ きもので ，人生を穏やかで静か

な心 （アティ ・シン ・アエム ・トン トラム 漉 勲 ９妙襯 伽 地 切 を もって暮 らす こと

であ る。

　 サ ミニは村に住 む トラック運転手 の妻で，住居 の一 隅で小 さな雑貨屋を営む３０代の

女 であ る。彼女 はム リョノやスダル トとは違 って学校 は小学校 しか 出て いない。豊 か

で もな く社会 的地位 もな い。だが彼女 もまた，彼女が 「親 垣アαη９ｓａｐｕｈ」 とよぶ３），近

くの村の老人 をクバ テ ィナ ンの師 と して，人の生 きる道 についての知 を学んで いる。

　 サ ミニが この師に初 めて出会 ったのは ８年前の ことであ る。師に とってサ ミニは姪

にあた り，最初 は親類 として知 り合 いにな ったのだが，やがて クバ テ ィナ ンの知を学

ぶよ うにな り，また困 ったことや新 しく直面 した ことについてなにか と相談す る人生

の師 とな った。弟子 たちは小学校 のよ うに １級か ら１３級 にまで分け られ，程度 を追 っ

て上の級 に進 んでい く。級 ご とに課せ られ る条件 が ことな り， １級 では白湯 と米飯だ

けのムテ ィーの行 が課せ られるにす ぎないが， ６級 ともな ると３日３晩 の完全 な断食

が要求 され る。サ ミニは ５級 まで進んだが妊娠のため今休 んでい るところで ，夫の カ

ルデ ィは運転の仕事 が きついので断食 がで きかね，なかなか級 が進 まない という。同

じ村で は， ほかに一組 の夫婦 がこの師 についているだ けで，他 の村人 は残念 な ことに

サ ミニの師がいかに優 れた知 と力 を持 って いるか知 らない。彼女 は師 との経験 をこ う

語 る。

　 「人 が人生 で とお る道 は，村 か らソロの町へい く時のよ うにさまざまだが， 目的 は

一 つ，静穏 な心 ，経済的安定，健康 で争 いのない ことだ。人 は千人 の うち九百九十九

人 までゴ ンソ ｎｇａｎｇｓａであ る。つま りそれは，満足の感情がない こと，支配す る もの

（シン ・ク ウォソ ｓｉｎｇ　ｋｕωａｓａ　＝神）か らあたえ られた ものを受 け取 らないことだ。

その反対 は ヌ リモ ｎｅｒｉｍａつま り，神 か ら与 え られた もの ，人生で身 に振 りかか って

くるすべ てを，穏やかな心で受 けとることだ。人 は経済状態が良 くなければ穏 やかな

３）クバティナンの専門家 ・師は一一・ｌｉｅ的には 「クバティナンの人 ωｏηｇ励 ２伽４副 と言及される。

　 だが人が自分の師や助言者を呼んだり言及する時には，「親 ωｏηｇ鋤 碗加ηｇ５ψ痂」または 「キ

　 ヤイ 加 勾 という言葉が使われることが多い。
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人生は送れない。だが豊かであっても暮 らしが穏やかとは限 らない。学校は生計の手

段，経済，地位向上のための知を教えて くれるが，師の教えは穏やかな心を教える。

　 自分の夫は前にジャカルタでバスの運転手をしたりスマ ランで乗合バンを運転 して

いて，収入は多かったが，生活が派手で浪費に走 り，家を省みないで遊んでばかりい

た。家に金 も入れないので，自分は４番 目の子が生まれた２カ月後には，川で砂利を

掘 るきつい仕事もしたし，街角で男にさそわれて金をもらったこともある。住居はぼ

ろぼろで椅子 もなく，客がくるとござを出すしかなかった。だが師のもとに通 うよう

になってから夫は家に落ち着き，今では経済状態 も良 くなった。家の入り口の戸 も，

竹を編んだだけのものから木製の戸板に替え，黄色のペンキも塗った。ビニール張 り

の応接セットや寝台 も買った し，前は病気ばかりしていた子どもたちもすっかり丈夫

になった。家族が仲良 く健康で良 く働 きさえすれば，生活はどうにもなるものだ。こ

れもみな師の導きのおかげである。」

　彼女にとって人間は，食物，衣類，住居，家具什器そして金などの物質をもとめ，

肉体的感覚的欲望，嫉妬や愛憎に追われる存在である。そうした欲望 （ナプス）を制

御 し，神から与えられたものを進んで受け入れて満足することを学び，それによって

心の静穏にいたるという現世的人生訓が４），彼女にとっての 「内なる知」である。 し

たがってそこでは，食や寝を減ずる 「行ない」が，知に達する技であるとともに，ヌ

リモという一般的観念 ・態度をしめす具象的 シンボルとしても作用する。よりはっき

りとイスラーム的なムリョノが神秘観の中心にすえていた欲望ナプスの統御の理論は，

サ ミニの場合には，より通俗的な庶民的人生訓に形を変えている。だがナプスの概念

が広義のジャワ神秘主義の中核にあるという事実は，ここでも変わりがない。

６． 力 の 獲 得

　 内なる行な いラコニの， もう一つ の方向づ けとは，宇 宙的な大 いなる力 に直接接触

しよ うとす る試みであ る。その力 とは，抽象的 ・観念的な ものではな く，具体的 な表

現形式を ともな う。川中につか る行 ク ンクムにかかわ って現 われたとい う，白い光，

轟音 などの幻視 ・幻聴 ，悪霊 の脅威な どは， こう した力の表象 にほかな らな い。 ラコ

ニ は自己の内な る力 を強め る手段であ る。だが，強い内の力 を もたないものが，自己

の程度 に合わないほど強い ラコニをす ることは危 険だ ともいわれる。 ソロの町外れ に

４）彼女は師の教えはこの世ｕｒｉｐ　ｋｅｎｅについてのもので，イスラームのようなあの世についての

教えではないと理解している。
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住み，市内の大学で英語学を学ぶラルソは，かれのクバティナンの師の指示にしたが

って，夜 ９時より朝 ５時まで一晩に七回の水浴びを繰 り返 しつつ，じっと黙座 して心

を空虚にする行をおこなった。 しか しかれは，そうしているうちに体が熱 くなってき

て耐えられず恐ろしくなり，行は完成 しなかった。光や熱の表象は，宇宙的力を表わ

すため非常にしばしばもちいられる。人がラコニによって得る内なる力は，こうした

宇宙的な力 と同一のものであり，人は内においてそうした力 との一体化をはたす。

　 こうした力をとりわけ強 く内に帯びた人や物体はアンプーαηψ励 と形容 される。今

はもう故人 となった一人の村人はアンプーな人物として名を知 られ，かれをめぐって

さまざまな伝説が伝え られている。かれは若い頃，村の共同墓地で４０日間食を断って

精神集中の行をおこない，未来を知る予言者に して超能力者 となった。かれはまた二

頭の牛に牽かせても動かない大きな石を軽々と動かし，未来を予知する力をもち，県

知事 乃ψ漉 や検事力ん∫〃などもその助言を乞いにやってきたという。村の中の一角に

悪霊 （ジン，セタン）の宮殿といわれる土地があり，そこに家を立てて住んでいた家

族は一年半のうちに四人までが死んだ。夜になるとその家では四方か らガタガタと音

が鳴り，戸棚の前で女の姿が上下に飛び交い，家全体が揺れ動いた。 しかし超能力者

の老人は，そこで平気で夜を明か して何事もなかったという。

　アンプーな力は，また短剣 （クリス）や，指輪にはめこまれた宝石 にしば しば籠 っ

ている。 こうした短剣や宝石は，あらかじめ強い内面の力をもっている者に所有 され

れば，より大きな力を与えるが，そうでない者には，逆に災いをもた らすと信 じられ

ている。１９４８年のオ ランダ軍の第二次軍事行動でソロの町も占領され，共和国派が周

囲の村 々でゲ リラ戦に入った頃，川の南で捕まったオランダのスパイが銃殺されるこ

ととなった。 ところがかれに弾丸があたってもそのまま身体か ら滑り落ち，無傷のま

まである。知恵のあるものがその身体を調べると指輪にアンプーな力が籠っていたこ

とがわかり，これを外 してか らあ らためて銃殺 したという。短剣，槍も強い力を持つ

ものと考えられている。人々の信仰によれば，昔の王侯領時代の宮廷には神秘的な力

を持つ刀鍛治がおり， 超自然の力を持つ鉄ブシ・アジ ゐ６∫ゴ＠ を腿の上で拳で叩き指

でつまむだけで剣を鍛え上げた。こうしてできた武器は，所有者の内面の力との釣 り

合いを要求 し，ふさわ しくない所有者のもとでは，戸棚の中でひとりでに音を立てた

り動き出 して警告する。村の雑貨屋スナルの父は，もともとソロの宮廷でガムランの

楽器を預かる小役人であった。この父が死んだ時，スナルの母はマル トと再婚 し，亡

夫の短剣を携えて村にやってきたのだが，それ以来マル トはずっと病が癒えず，短剣

を川に捨てたところやっと元気になったという。
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　アンプーな力はおもに王と宮廷に由来するという観念は，かつてマタラム王国の宮

廷をかかえていたソロ地方の住民のあいだに，いまだに根強いものがある。宮廷で王

の御料馬車の塗装をしていた男が，作業に用いた余 りの針金を持って帰 ったところ病

気になり，宮廷の倉庫に返 した ら快癒 した。村の近 くの トガル ・ゴンドにあった王家

所有のタバコ工場には，王専用の椅子が備えてあったが，日本軍の侵入後，ある村人

が家に持ち去った。ところがそれか らというもの家族に怪我人，病人がつぎつぎに出

るので，男は椅子をソロ河に流 し危険を避けた。また，１９６６年にソロの町が数十年ぶ

りの大洪水に襲われた時，水を逃れた住民が，川沿いの離宮に繋留された王乗用の舟

に乗り込んだところ，舟はにわかに転覆して全員が溺れ死んだ。こうした伝説の類は，

今でも盛んに人のあいだで語 られている。

７． 墓地に夜をす ごす

　人が内なる力をもとめてする禁欲的な行ないは，前節に見たように，時 ・場所 ・形

式ともさまざまであり，またその目的も，より抽象的で体系化された知と力の獲得を

めざすものから，個別的 ・具体的な生活上の助言を求めるものまで，さまざまである。

そうした中で日常とくに広 くおこなわれるものに，木曜の夜 （前述の「金曜の夜」）墓

地で夜をすごす行為がある。 墓地が選ばれる背景には， 人の死後， 肉体を離れた霊

ａｒωａｈが墓に留っているという信仰がある５）。 人が訪れるのは，死んだ肉親の墓，あ

るいは生前特別の力を持 っていたと伝え られる神話化 された死者の墓である。村では

多 くの人が，木曜の夕方 ごとに，祖父母，両親，先立った配偶者などの墓を訪れ，携

えた香 と花びらを供えて墓前で礼拝する。特定の重大で困難な出来事にぶつか った時

には，墓のかたわ らに坐 したり，横になって夜を明かすこともある。

　カル トは５０代の農民で，かつては地域一帯に強い勢力を誇 っていたインドネシア共

産党の支持者であった。１９６５年に，共産党と軍やイスラム勢力との対立が頂点に達 し，

多 くの党員や同調者が捕えられたり殺されたりした。この時カル トは，自分 もいつ殺

されるかわからぬ危機の中で，食を断ったまま親の墓所で毎夜をすごしたという。そ

うして何日か している内に，夢 ・幻の中に父の姿が現われ， 「おまえのこれまでの考

えは間違 っているか ら，考えを改めるように」と告げた。この父の霊の助言のおかげ

で，今日まで無事に暮 らしを続けることができたと，カル トは考えている。

５）断食月中は人は墓地を訪れないが，これはこの期間，死者霊が墓地を離れて天に行 って しま

うからだと説明される。
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　 ４０代 の大工パ イデ ィが，娘 の病の治癒を願 って訪れた墓所 は，肉親の ものではな く，

過去の伝説 中の人 物の墓 である。 かれの ７歳の末娘は， ３年前 に裏庭で遊んで いて井

戸 に落 ち，その時はけが もなか った。 ところがその後，全身 を痙攣 させ叫びだす発作

に， しばしば襲 われ るよ うにな った。パ イデ ィは娘 を町の医者 に連れてい き， レン ト

ゲ ン検 査 も受けたが，病 はいっこうに治 らない。 それで今度 は知 り合 いの呪医 ｄｅｃｋｕｎ

を訪 ね， 二つの指示 を うけた。 一 つは， 発作 の時 に与 える生薬の処方であ り， もう

一つは，村 の墓地 にあ る ドノクル ティ爺の墓 で夜を過 ごして， その霊の助言を求め る

ことであ った。 ドノクル テ ィは，史実の上の大事 件である１８２５年 のディポヌゴロ反乱

（ジャワ戦争） とかかわ る村の伝 説中の人物 で，人 々の信仰 をあつめてい る６）。 パ イ

ディ自身 は ドノ クルテ ィの墓で何があ ったかについて黙 して語 らないが，人の噂 によ

れ ば，墓 のかたわ らに うず くまって いるパ イデ ィの前 に，ジ ャワの正装 に身をつつん

だ ドノ クルテ ィが現 われたそうだ。そ して語 るには，数年前 の夕暮 れ時，パ イデ ィが

自転車 に乗 って町か ら帰 って きた時， 車輪がはねた小石 が橋 の下 にいた雑霊 ブ勿、の頭

にあた った。雑霊 は これ を怒 って娘 に災いを与えてい るのだか ら，これ これの品物を

さ し上げて，機嫌 を直す よ うに願え との ことだ った。

　パ イデ ィも人 々 も語 らな いので，その結果 がど うな ったかわた しは知 らない。木曜

の晩，墓地 をのぞ くと，ときお り ドノ クルテ ィの墓前 に坐 して いる人の姿 が見え る。

またその翌朝 に墓地へ行 くと，墓のかたわ らには，花 び ら，香 ，食物な どの供物の残

骸 が散乱 して いる。人 々はさまざまな願い ごとを もち，秘 やかに ドノクルテ ィの墓に
　 亀

詣でて夜を過ごすのである。

８． 意 味 を告 げ る し る し

　 クバ テ ィナ ンの 目的を人 はさまざまに表現 する。感覚的欲望を去 って神 の もとに帰

る，穏やかな心で暮 らす，宇 宙的な大 きな力 に触れ合 う，直感によ り神 の言葉 を聞 く

など と表現 はさまざまであ るが， これを観察者 の言葉で一般 化す るな ら，経験 的な外

（ライル） の世界 を超 えて 内 （バ ティン） の世界 に入 りこむ こと，つま り， より価値

の高 い異次元の現実に達 す ることにクバ ティナ ンの 目的があ るといえよ う。 クバ ティ

ナ ンを信ず る者のあいだで特に強調 されるの は，知 ること，理解す ることである。外

面で は隠 されてい る世界の真の意味を知 り理解す ることであ る。世界 は偶然 のままに

６）伝説によれば，かれはディポヌゴロと同じくジョグジャカルタ ・スルタン宮廷の貴族の一人

　で，反乱に加わったがオランダに敗れ，今日の村の地まで逃げのびて死んだ。人々はその墓を

　つくり， ドノクルティは神格化され，人々の信仰を集めることになった。
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でたらめに動 くものではない。さまざまなものごとは一貫 した秩序によって相互 に結

びつき定められたように動いているのであり，ある出来ごとには必ずそれの原因があ

り，予兆たるしるしがある。こうしたしるしを読みとることが，現象の真の意味を知

ることであり，未来を知ることである。こうした信念のもとに，クバティナンの信奉

者は真に知ること，理解することを強調する。

　あらかじめ決定されている現実の真の意味は，入の目の前にあ らわになったもので

はない。それを知るためには，人の感覚が捉えるさまざまなしるしを手がかりとして，

その意味を解読 しなければならない。断食，瞑想その他の身体上のテクニックはその

ための手段の一つである。人が墓の前で夜を明かす目的は，墓に宿 る肉親や過去の英

雄 ・聖者の霊への祈願には止らない。そうした諸霊が暗示するしるしに依 って，経験

的世界の真の意味を知ることに究極的な目標がある。ジャワの古典学に親 しむ者が古

文献を経 く時も，文字というしるしの背後に隠された意味を探る技法が不可欠である。

またこうした，それぞれに特定の方法の実践や習熟を必要とする意味の探求の背後に

は，以下に述べるような，出来事の前兆への非常に強い関心と鋭い感受性が存在する。

それは，日本語にいう 「虫の知らせ」のごとき意味伝達と知覚の形式への，強い信念

である。

　ジョグジャカルタの国営ラジオ放送局では，毎晩 「家族ニュース Ｂｅｒｉｔａ　Ｋｅｌｕａｒｇａ」

という死亡通知の番組を放送 している。ジャワ人にとって家族，親類，知人の葬儀へ

の参加は非常に重要な義務である。遠 く離れて住んでいる家族には，一刻 も早 く死亡

を知 らせ，す ぐ葬儀の場に駆けつけて来 られるようにさまざまな努力がはらわれる。

電話がまだ普及せず，電報，鄧便も必ずしもあてにな らないジャワの現状では，安い

料金で利用できるこのラジオ番組は入気が高い。人々は可能なら電報を打ち，あまり

遠 くない所なら使いを立て，さらにラジオ放送を依頼するなどして，何かそのうち一

つくらいは，目指す肉親のもとに届くことを期待する。この死亡通知番組に人は熱心

に耳を傾け，さまざまな言い伝えが人のあいだに広まっている。たとえば，ふだんは

ジョグジャカルタの国営ラジオ放送など聞かない人が，なんとな く気 にかかってダイ

ァルを合わせると，ちょうど肉親の死の知らせにぶつかり，あわてて故郷に旅だって

葬儀に間に合った，といったものである。

　 ソロの市街の南西隅に豊かなジャワ更紗 （バティック）商人の邸宅がならぶラウィ

ヤン地区がある。 この地の商人の一人で，老齢のためもう半ば引退 しているプロトは，

以前仕事でジャカルタにいた時，何か妙な予感がして急いでソロに帰 ったそうだ。家

に着 くと妻はもう危篤状態で，そのわずか一時間後に息を引きとった。かれが妻に最
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後の別れをすることができたのは，この不思議な予感のせいであるという。

　肉親の死の予感といった例は，もちろんジャワとかぎらず世界の各地に見 られるも

ので，それ自体はクバティナンであるとは言えない。だが，人の死とかぎらず，世の

あらゆる出来事や運勢 ・吉凶には必ず何かの前兆があるもので，逆に言うとさまざま

な何気ない出来 ごとには別の何事かを語る隠された意味があるものだという多 くのジ

ャワ人の信念は，クバティナンの重要な基盤となっている。プロトもまた，世界の出

来事はすべてあらかじめ定まっており， しかるべき知と術を身につけるなら，それを

知ることができると信 じている。かれは自分の経験を以下のように語 る。

　 「人の一生 というものは，もうすべて定まっているもので，ある種の人聞にはそれ

がちょうど絵のように鮮やかに見えるものだ。自分が心臓を患 うより一年も前のこと

だったが，あるクバティナンの師にそのことを予告 され，大病になるがやがて回復す

ると言われた。クバティナンの達人には先のことが見えるのだ。 この種の人の予言は

直接はっきりとは語 られないので，その真の意味を知る必要がある。明日は外出を止

めて一日家にいなさいと言われたとする。これを無視 して外出す ると思わぬ事故にあ

う。だが師は事故にあうと直接に語 りはしない。妻が死んだ時，自分は死者の罪の許

しを願って，ラウィヤ ンにある昔の聖者キ ・アグン・ニスの墓 に，毎夜 １時に家を出

て四十夜のあいだ通いつづけた。すると最後の４０日目の夜になって，目の前に映画の

ような画像が現われ，食物を盛った皿が三枚，木に囲まれた墓，一人の女，さらにも

う一人裸の女が見えた。これが何の意味か自分にはついにわからなかった。クバティ

ナンに通 じた者には，その意味がわかるのだろうが。自分は山中，海岸，洞窟に籠る

ような修行はしたことがない。だから特に先を見る力は持っていない普通の人間にす

ぎない。だがわたしも自分の家では，しばしば瞑想の行を繰り返 してきた。そうして

いる内に少 しは力がついたのだろう。人 と話 していて，自分では何 とも知りはしない

のに，相手が見事 に言い当てられたと驚いたり，後になって，あの時のおまえの言葉

どおりになったと言って来 ることが，このごろ良 くある。これはわた しが しゃべって

いるのではない。神が自分の口を借りて語 っているのだ。」

　 ものごとは神の手や宇宙的な力によってもうすでに定まっているのだという観念は，

受動的 ・消極的な態度 と受け取 られるかもしれない。先にサミニの例でふれた 「神に

与えられたものを満足 して受け取る」というヌリモの人生観 も，個人的な努力を放棄

した静寂主義のように解されるかもしれない。だが，わたしが出会ったクバティナン

を信ずるジャワ人は，皆さまざまな願いや欲望をいだき，必死に行動 している普通の

人たちである。ただかれらは無制限の欲望 というものの危険を知っている。また，願
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いや欲望が激 しいからこそ，それを実現するために，自分個人の努力や実践を超えた

何かの手がかりをつかもうと必死になっているのである。クバティナンの知識はかれ

らに行動のための道筋を与え，また個人の実践や経験的知にとっては不可知で偶然で

しかない領域に，一貫 した世界像を用意 して くれるのである。

お わ り に

　 ジャワのクバティナンは，以上に見たように非常に幅が広 く変化に富む観念と行為

の体系である。その基盤には，感覚的欲望ナプスの統御によって神のもとに帰 り，究

極的な真理たる神の実在へたどりつ くというイスラーム神秘主義の一つの基本的態度

が横たわっている。だがそこには，神秘主義の文化史を論ずるものがいつも出会うよ

うに，一個の文明伝統だけに帰すことのむずかしいさまざまな要素が融合 し熟成 して，

ジャワの神秘主義としか名付けえない一体系が生み出されている。クバティナンは，

特定の教派や宗教運動 と見るにはあまりに広いものであって，世界を解 く形而上学，

日常世界を深部で動かす秩序を知るための知と技，素朴な人生の倫理訓，現世上の祈

願実現のための呪的力の操作術など，個人ごとの立場によってさまざまに異なる姿を

現わす。ジャワ人の世界観 といった言い方は，六千万人のジャワ人に一様 に共有 され

る均質な世界観の体系を想定 しえない以上，つねに危 うい表現である。だがすくなく

ともクバティナンはジャワ人が共通に理解 しうる一つの世界観的枠組みを用意してお

り，これを信ずるにせよ，あるいは懐疑的だったり批判的であるにせよ，共通の準拠

点を与えるものである。そうした意味で，クバティナンはジャワ文化の総体と重なる

ほどの広がりを持つ現象だ と言うことができるだろう。

　本稿では詳 しく触れなかったが，村の若い助役スダル トの例にも見 られたように，

政治に関わり野心を持つ者のあいだで しばしばクバティナンが盛んであるという事実

は，ジャワ，インドネシアの政治文化を考える上で重要である。クバティナンは世界

に秩序を与える力のハイアラーキーについての理論でもあり，個々の人間の力 と位階

の差を説明することにより，政治権力の正統性を裏付ける機能をも持つと考え られる。

この点は今後さらに広い民族誌的 ・歴史的脈絡で検討すべき課題である。またクバテ

ィナンが，ジャワ人の世界理解に共通の枠組みを与えうるのは，世界の出来事の真の

意味をさまざまなしるしから読み解いてい くという知覚 と意味解釈の神秘主義的形式

に，ジャワ人の多 くが関心と感受性を共有 しているからにほかならない。この点は，

日本をも含めた広い地域の民俗的宗教における，しるし，きざし，予兆といった現象
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の研究に，一つの豊かな比較資料を提供するものであろう。
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